
 
 
 
 
【事業所概要（事業所記入）】 

事 業 所 番 号 1473200895 
事業の開始年月日 平成１６年３月 

指 定 年 月 日 平成１６年３月 

法 人 名 社会福祉法人まごころ会 

事 業 所 名 グループホーム神田園 

所 在 地 

 
（〒 241-0012） 
横浜市旭区西川島町６８－１１ 
 

サ ー ビ ス 種 別 
 

定 員 等 

 □ 小規模多機能型居宅介護 

登録定員  名 

通い定員 名 

宿泊定員 名 

 ■ 認知症対応型共同生活介護 
定員計 18名 

ﾕﾆｯﾄ数 2ﾕﾆｯﾄ 

自己評価作成日 令和2年1月21日 
評 価 結 果 
市 町 村 受 理 日 令和2年4月16日 

 
※ 事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。 

基本情報リンク先  
 
【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】 
 
神田園文法を用いてお声がけする事でご利用者さまの意思決定支援と尊厳の保持に努め
ています。 
「お手伝い」により持ちつ持たれつ、頼り頼られての関係の構築に重点を置いて活動し
ています。 
また、上位の承認欲求に対して日本漢字検定協会の「漢検」を取り入れ、一人ひとりに
あわせた勉強の支援やお手伝いをすることで日々の生活の充足感と他者から認められ
る・評価されたいという内面の欲求へ対応しています。 
 
オンライン動画研修システムを導入しました。 
 
 

 
 
 
 
【評価機関概要（評価機関記入）】 

評 価 機 関 名 公益社団法人 かながわ福祉サービス振興会 

所 在 地 横浜市中区山下町23番地 日土地山下町ビル9階 

訪 問 調 査 日 令和2年2月19日 評 価 機 関 
評 価 決 定 日 

令和2年3月20日 

 
【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】 
【事業所の概要】 
 当事業所は、相鉄線「鶴ヶ峰駅」から徒歩10分程の閑静な住宅地に立地している。建
物は鉄骨造りの2階建てで、2ユニットからなり、各ユニットの中央には吹き抜けの坪庭
があり、開放感のある明るい共有空間になっている。対面式のキッチンで、利用者を見
守りやすい設計になっている。理事長兼管理者は、自身の目指すグループホームを作る
ために、法人を立ち上げ運営に当たっている。 
【利用者主体の支援の実践】 
 管理者は理念として「神田園大原則」を、その行動指針として「神田園文法」を定め
職員が利用者を介護者目線ではなく、家族目線で接するよう指導している。職員は利用
者の要望を先ずは受け入れ、利用者にとって良き理解者であるとの認識を得て、その上
で要望に沿う支援をするように努めている。利用者に提案する場合もあくまでも利用者
の都合を優先するようにして、決して無理強いすることのない支援を心掛けている。 
【管理者による数多くのユニークな発想】 
 管理者は、利用者との情報交換を行うために「ほのぼの会」を立ち上げ、利用者に目
標を持った人生を送って頂くための一助として「漢字検定資格」を修得する仕組みも取
り入れている。また、利用者、家族、そして職員からの要望・意見を取り入れるための
「リクエストシート」の導入、更に、管理者と職員、家族との情報交換にグループLINE
やショートメールを活用するなど、様々なアイデアを実践している。 
【熱意ある職員の育成】 
 管理者は採用時の面接で理念、行動指針を説明し、職員は納得の上で入職している。
「エルダー・メンター制」を導入し、育成、定着を図っている。「基本介護技術」のマ
ニュアルにも「神田園文法」が引用され、自然と学べるように工夫されており、研修も
e-ラーニングを導入し、自由な時間に学習ができるようにしている。また職員の資格取
得に際しても、費用は事業所が負担し取得の促進を図っている。更に職員相互が、年
齢、役職関係なく楽しむためのクラブ活動も活発に行われている。 

 
【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】 

評価項目の領域 自己評価項目 外部評価項目 

Ⅰ 理念に基づく運営 １ ～ １４ １ ～  ７ 

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援 １５ ～ ２２ ８ 

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント ２３ ～ ３５  ９ ～ １３ 

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 ３６ ～ ５５ １４ ～ ２０ 

Ⅴ アウトカム項目 ５６ ～ ６８  

自自己己評評価価及及びび外外部部評評価価結結果果  
令和元年度 



 
 
 
 

 Ⅴ アウトカム項目 

56 
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。 
（参考項目：23,24,25） 

 1，ほぼ全ての利用者の 

○ 2，利用者の2/3くらいの 

 3．利用者の1/3くらいの 

 4．ほとんど掴んでいない 

57 
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。 
（参考項目：18,38） 

○ 1，毎日ある 

 2，数日に1回程度ある 

 3．たまにある 

 4．ほとんどない 

58 
利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。 
（参考項目：38） 

 1，ほぼ全ての利用者が 

○ 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

59 

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている 
（参考項目：36,37） 

 1，ほぼ全ての利用者が 

○ 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

60 
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている 
（参考項目：49） 

 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

○ 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

61 

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。 
（参考項目：30,31） 

 1，ほぼ全ての利用者が 

○ 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

62 
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。 
（参考項目：28） 

○ 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 
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63 

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。 
（参考項目：9,10,19） 

 1，ほぼ全ての家族と 

 2，家族の2/3くらいと 

○ 3．家族の1/3くらいと 

 4．ほとんどできていない 

64 

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。 
（参考項目：9,10,19） 

 1，ほぼ毎日のように 

 2，数日に1回程度ある 

○ 3．たまに 

 4．ほとんどない 

65 
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。 
（参考項目：4） 

 1，大いに増えている 

○ 2，少しずつ増えている 

 3．あまり増えていない 

 4．全くいない 

66 

職員は、活き活きと働けている。 
（参考項目：11,12） 

 1，ほぼ全ての職員が 

○ 2，職員の2/3くらいが 

 3．職員の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

67 

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。 

 1，ほぼ全ての利用者が 

○ 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

68 

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。 

 1，ほぼ全ての家族等が 

○ 2，家族等の2/3くらいが 

 3．家族等の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

 
 
 



 
自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅰ 理念に基づく運営 

1 1 ○理念の共有と実践 
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ

くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につな
げている 

スタッフルームに掲示し常に確
認できるようになっている。ま
た、その理念どおりに利用者さ
まに提供できるよう日々努めて
いる。 
 
 

理念である「神田園大原則」
は、開設前より理事長である
管理者が作成したもので、そ
の思いは強く、職員に対して
もしっかりと浸透している。
行動指針である「神田園文
法」があることで、言葉遣い
も含め、職員は統一された支
援が実践できていると実感し
ている。 

 

2 2 ○事業所と地域とのつきあい 
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ

う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流してい
る 

日頃の挨拶、地域の行事参加、
ボランティア（マンドリン演奏
やお話し相手、紙芝居）と繋が
っている。地元の中学生とも交
流している。 

笠町内会に加入し、盆踊りや
どんど焼き、鶴ヶ峰ケアプラ
ザで開催される「ふれあい祭
り」に利用者と職員で参加し
ている。事業所は町内会の
「災害対策プロジェクト」の
メンバーで、「いっとき避難
場所」にも指定されている。
また、貸出用のファーストエ
イドキットを設置し、「子供
110番」や「ハマハグ」にも登
録している。 

 

3  ○事業所の力を活かした地域貢献 
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の

理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている 

地域との交わりあいを大事に
し、表の掲示板に介護相談の案
内を出し随時受け付けている 

  



4 3 ○運営推進会議を活かした取組み 
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ

の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこ
での意見をサービス向上に活かしている 

玄関の洗面台にうがいコップ増
設、防犯システム導入、危険物
の保管場所に関して意見を反映
させた。 

参加者は、町内会長、地域ケ
アプラザ職員、家族、職員で
活発な意見交換を促すために
管理者はあえて出席していな
い。尚、職員の日々の支援の
様子を見てもらい、職員にも
刺激となるように、事業所の
フロアにて開催されている。
事業所HPにも議事録が掲載さ
れている。最近の取り組みで
は防犯目的でカメラ設置の依
頼があり、事業所の5ヶ所に設
置し、地域の見守りに役立っ
ている。 

 

5 4 ○市町村との連携 
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実

情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協力
関係を築くように取り組んでいる 

運営推進会議で事業所の月の行
事や出来事をオブザーバーのケ
アプラ職員に報告し、地域の行
事にも参加させて頂いたりと地
域との関係を大事にしている 

旭区高齢・障害支援課が窓口
になっている。「ふれあい祭
り」では、地域のグループホ
ームと共同で認知症相談ブー
スを開設し、地域住民と意見
交換を行っている。 
 

 

 



 
自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践 
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指

定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準に
おける禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取
り組んでいる 

施錠や身体拘束はせずセンサー
や見守りの中で安全を図ってい
る。 

身体拘束をしない旨、重要事
項説明書に明記している。
「身体拘束適正化検討委員
会」は3ヶ月毎に、管理者、理
事、職員代表の出席で開催し
ている。玄関、ユニット出入
口のドアは日中開放してお
り、身体拘束はない。スピー
チロックについても「神田園
文法」により、言葉遣いにも
十分注意した支援が実践され
ている。 

 
 

7  ○虐待の防止の徹底 
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機

会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごさ
れることがないよう注意を払い、防止に努めている 
 

導入したＥラーニング研修シス
テムにおいて受講できる。職員
が毎日手に取るファイルの表紙
に防止喚起の用紙が貼られてい
る 

  

8  ○権利擁護に関する制度の理解と活用 
 管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話
し合い、それらを活用できるよう支援している 

主に管理者が研修をうけご家族
と話をしている 

  

9  ○契約に関する説明と納得 
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等

の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を
図っている 

管理者が窓口となることで説明
に間違いや伝え間違いがないよ
うにしている 

  



10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映 
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外

部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させてい
る 

玄関にリクエストシートを置
き、面と向かって言い難いこと
も率直に要望して頂けるよう配
慮している。また、面会時には
お話しを傾聴するよう努めてい
る。 

利用者との情報交換目的で
「ほのぼの会」を設置してい
る。家族と管理者は、ショー
トメールでやり取り出来るよ
うにしている。更に「リクエ
ストシート」も導入し、意
見・要望を取り入れるように
している。利用者との会話か
らヒントて、「漢字検定」取
得の取り組みを行っている。 

 

 



 
自
己
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価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

11 7 ○運営に関する職員意見の反映 
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を

聞く機会を設け、反映させている 
 

リクエストシート、意見箱の設
置。管理者は積極的にスタッフ
とコミュニケーションをし職員
の思いや意見、家庭の悩みなど
にも耳を傾けている。 
 

全体会議はないが、「リクエ
ストシート」の活用、日々の
コミュニケーションで職員の
意見・要望を聞いている。一
般連絡事項については、管理
者と全職員のグループLINEを
使い情報を共有している。 

 

12  ○就業環境の整備 
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況

を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が
向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に努め
ている 

資格取得支援制度においてより
高度な介護がしたいと思う向上
心にたいし支援している。 

  

13  ○職員を育てる取組み 
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力

量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働
きながらトレーニングしていくことを進めている 

日々の仕事の中で、管理者との
マンツーマンで相談・指導が受
けられる。新人にはエルダーメ
ンターがつき、介護者が一番不
安になる救命処置については毎
年普通救命講習を受講してい
る。 

  

14  ○同業者との交流を通じた向上 
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ

くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動
を通じて、サービスの質を向上させていく取組みをして
いる 

地域のグループホーム管理者と
は、会合、地域包括支援センタ
ーのイベント、地域のイベント
で交流・協働している。 
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価 

外
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評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援 

15  ○初期に築く本人との信頼関係 
サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている

こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安
心を確保するための関係づくりに努めている 
 

本人・家族との面談で事情を把
握、また初期の信頼関係作りに
多大な時間を割いている。 

  

16  ○初期に築く家族等との信頼関係 
 サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づ
くりに努めている 
 

見学時、体験入居時、契約の事
前説明時にご家族と積極的にお
話をしコミュニケーションをは
かり、契約後はショートメール
で気軽に意見交換ができるよう
にしている。 

  

17  ○初期対応の見極めと支援 
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が

「その時」まず必要としている支援を見極め、他のサー
ビス利用も含めた対応に努めている 

グループホーム入居ありきの姿
勢ではなく、見学・体験入居な
どで、本サービスの利用が妥当
なのか一緒に考えています。 
 
 
 

  

18  ○本人と共に過ごし支え合う関係 
職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら

しを共にする者同士の関係を築いている 
 

洗濯物たたみから台所仕事まで
能力と健康状態に応じて可能な
限り家事や様々なお手伝いをお
願いし持ちつ持たれつ、頼り頼
られての関係を作っている。 

  

19  ○本人と共に支え合う家族との関係 
職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人

と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関
係を築いている 

日常生活の会話の中で家族の話
もとり入れると同時に面会に来
て頂いた際には写真を撮るなど
して絆を大切にしている 

  

 



同じ環境を 
自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援 
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との

関係が途切れないよう、支援に努めている 

ご家族との外出がスムーズにな
るよう支援しています。また面
会に来られた際はその空間・時
間を大事にしてゆっくりとお話
しして頂ける様努めている。手
紙や電話で知人との関係を維持
している方への支援。 

友人や知人の来訪があり、居
室や広々としたリビングのソ
ファでくつろいで話し込んで
いる。携帯を持っている方が2
名で家族とホットラインを結
んでいる。他の方は電話の取
次ぎをしている。漢字検定に
取り組んでいるため、手紙を
自分で書ける方が多く、投函
の手伝いをしている。家族対
応で帰宅や墓参り、美容室、
教会などに行く方もいる。趣
味の刺繍を継続している方も
いる。 

 

21  ○利用者同士の関係の支援 
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに

利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努め
ている 

職員が間をとりもって会話を促
したり、皆で歌を歌ったり、ゲ
ームなどをして相互交流を図っ
ている。また、積極的にレイア
ウトや席替えをして、その時期
の関係性や認知症状に対応して
いる。 

  

22  ○関係を断ち切らない取組み 
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係

性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過を
フォローし、相談や支援に努めている 

退去＝関係の終わりとは考えず
必要があれば転院先への情報提
供はもちろん相談に応じていま
す 
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項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 

23 9 ○思いや意向の把握 
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努

めている。困難な場合は、本人本位に検討している。 

表情やそぶりなどにも注意して
気持ちを汲めるようにしてい
る。また声掛けは「～していた
だけますか？」と説明提案式に
している。 

職員は入所時のアセスメント
や、日常の支援、「リクエス
トシート」などを活用して、
利用者の意向を把握してい
る。意向や要望の把握が困難
な方は、表情やしぐさなどか
ら、把握するように努めてい
る。 

 

24  ○これまでの暮らしの把握 
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、

これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている 

ｾﾝﾀ―方式のアセスメント書式を
用いてご本人視点での生活歴や
趣向の把握に努めている。また
それを日々のお手伝いやレクの
参考にしている。 

  

25  ○暮らしの現状の把握 
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等

の現状の把握に努めている 

ちょっとした変化やその時の発
言や表情なども記録できるよう
に書式を変更した 

  



26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング 
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ

いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれ
の意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を
作成している 
 

利用者の意見を尊重しリクエス
トシートを作成し本人がよりよ
く暮らせる為に日々話しあいに
努めている 

入所時に「センター方式」に
よりアセスメントを行い、3ヶ
月間の一時的な「介護計画
書」を作成している。この間
で安定した生活が出来るかど
うかを見極め、計画作成担当
者が職員からの利用者の状況
に関する情報を取得し、モニ
タリングを実施した上で改め
て「介護計画書」を作成して
いる。職員の参加するカンフ
ァレンスは行われていない。
計画の見直しは介護保険更新
時に行うことを、基本として
いるが、変化のある場合はそ
の都度見直すことにしてい
る。見直しの際には、医師、
看護師の意見、家族の要望を
取り入れている。 

 

27  ○個別の記録と実践への反映 
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別

記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護
計画の見直しに活かしている 
 

日々の職員間の情報共有や日々
の細かな事でも記録に記入する
等してケアプランを作成してい
る 

  



 
自
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価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

28  ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化 
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応

して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサー
ビスの多機能化に取り組んでいる 

臨機応変に入居者のニーズに対
応し、適した支援ができるよう
努力している 

  

29  ○地域資源との協働 
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、

本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽
しむことができるよう支援している 
 

専門医や美容室や商店など地域
の情報を提供している 

  

30 11 ○かかりつけ医の受診支援 
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得

られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切
な医療を受けられるように支援している 
 

定期的な訪問診療時にきさくに
会話することができ医師との信
頼関係づくりを支援している 

利用者は事業所の協力医を受
診している。協力医は内科と
循環器科で、月2回の往診があ
る。非常勤の看護師が毎週利
用者の健康管理をしている。
歯科医は毎週1回希望者に往診
している。受診情報は「訪問
介護ノート」に記入している
が、家族には毎月管理者が別
途報告している。 

 

31  ○看護職員との協働 
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ

きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよう
に支援している 
 

利用者のささいな変化や疑問に
思った事や気づきを伝え助言を
もらったものについては申し送
りノートに記載し広めている 

  



32  ○入退院時の医療機関との協働 
利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま

た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者と
の情報交換や相談に努めている。又は、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくりを行っている。 
 

利用者の情報をまとめた用紙に
加えスタッフによる口頭での日
常注意点などを伝えている 
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項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援 
重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階

から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできるこ
とを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでいる 
 

ご本人、ご家族、医師、現場の
希望を考慮し、事業所として出
来る事と出来ない事を共有して
いる 

契約時に、看取りは基本とし
て実施しないことを説明し、
同意を得ている。終末期を迎
えた際には、家族の意向を確
認し、病院などの紹介をして
いる。 

 

34  ○急変や事故発生時の備え 
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応

急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に
付けている 
 

普通救命講習を1年に１度受講す
ることを法人で決め開始してい
る 

  

35 13 ○災害対策 
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者

が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域
との協力体制を築いている 
 

地域の消防避難訓練にも参加し
た。また水消火器を消防署から
お借りして消火訓練をしてい
る。 

防災訓練を年2回実施し、夜間
を想定した避難訓練と、消防
署の立ち合いによる訓練を各1
回実施している。訓練の中
で、職員が手順通り行えるか
の検証している。備蓄に関し
ては、事業所として1ヶ月分以
上の米、水、レトルト食品を
備えているが、利用者毎に3日
分の非常食の入ったリュック
サックを別に用意している。
また、BCP(事業継続計画)の観
点から函館のグループホーム
と「大規模災害時における支
援協定」を締結し、効果を上
げている。 

町内会の「災害支援プロジェク
ト」に参加して、事業所自身が
災害に被災した際の協力体制は
出来ています。既に「いっとき
避難場所」に指定されています
が、今後は地域全体が被災する
という広域災害の際に地域の独
居高齢者の受け皿となるための
具体的な対応策を検討し、さら
なる地域貢献を果たすことを期
待します。 
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自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保 
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損

ねない言葉かけや対応をしている 

人生の大先輩、目上の人、お客
様、神田園の大原則を心得て尊
厳を尊重した対応をしておりま
す 

利用者を人生の大先輩として
尊厳を大切にして、利用者か
ら多くのことを学ぶようにし
ている。職員は常に神田園の
理念、行動指針の実践を心が
けている。個人情報を含む書
類は事務所のカギのかかる書
庫に保管している。接遇など
の研修はe-ラーニングで、職
員は自由な時間に受講してい
る。 
 

 

37  ○利用者の希望の表出や自己決定の支援 
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決

定できるように働きかけている 
 

神田園文法を用いて「～しませ
んか？」という説明提案の声掛
けと肯定的な返答を行ない、利
用者の自己決定支援をしてい
る。 

  

38  ○日々のその人らしい暮らし 
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ

とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごした
いか、希望にそって支援している 
 

散歩、入浴などご自身のタイミ
ングで叶えられるよう努力して
いる 

  

39  ○身だしなみやおしゃれの支援 
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支

援している 
 

ご本人で選べない方は2日連続し
て同じ服にならないよう職員が
配慮している 

  



40 15 ○食事を楽しむことのできる支援 
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや

力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、
片付けをしている 
 

各個人の能力に応じて普通食、
ムース食を選択し、スタッフは
利用者と同じテーブルで食事の
雰囲気づくりをしている 

朝食は職員が食材の調達から
調理まで対応するが、昼食と
夕食は主菜だけ食材業者から
供給を受けている。利用者は
下ごしらえや、テーブル拭
き、下膳、食器ふきなどを職
員と一緒に行っている。誕生
日会には「生涯で最高のプレ
ゼント」となるメニューを職
員が考え、提供している。ク
リスマスにはクラブ活動の一
環である「スイーツクラブ」
のメンバーと利用者が協力し
て、ケーキ作りを楽しんでい
る。すし職人も年2回来訪して
いる。 
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実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

41  ○栄養摂取や水分確保の支援 
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保

できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援
をしている 

食事、水分共に各利用者が十分
に摂取できているか日々記録を
チェックし十分ではない人には
補助食を提供している。水分量
は医師の指示をもとにしてい
る。 

  

42  ○口腔内の清潔保持 
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ

とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている 

食後口腔ケアの声掛け、食前に
は口腔ケア体操をするので唾液
の分泌を促している 

  

43 16 ○排泄の自立支援 
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や
排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排
泄の自立に向けた支援を行っている 
 

ひとり一人の排泄パターンや習
慣を把握して誘導している。ま
た羞恥心や不快感を考慮して
様々な種類のリハパンやパット
を組み合わせて支援している 

排泄パターンを把握して、ト
イレ誘導して自立を促してい
る。布パンツを使用して自分
でトイレに行っている方、リ
ハビリパンツやパッドを使用
している方、紙おむつを使用
している方がいる。離床セン
サーを利用している方や、ポ
ータブルトイレを利用してい
る方もいる。トイレは各フロ
アに2ヶ所で、車いす対応であ
る。清掃は毎朝職員が実施し
ている。 

 

44  ○便秘の予防と対応 
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動
への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる 

排便状況の確認とそれにあわせ
て歩行、足上げ、腹圧マッサー
ジ、階段昇降、ストレッチなど
下剤のみ頼らない排便コントロ
ールを実施している 

 
 

 



45 17 ○入浴を楽しむことができる支援 
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめ
るように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に、個々に応じた入浴の支援をしている 
 

希望やタイミングに合わせ入浴
支援。入浴中は１対１でゆっく
りできる機会なのでお話しをし
たりＣＤをかけたり入浴剤を入
れてみたりする 

入浴は週2回を基本としている
が、入りたいとの要望があれ
ばいつでも入浴できるように
対応している。「神田園文
法」を使用して、時間と場
所、人を替えて声掛けしてい
るので、入浴されない方はい
ない。同性介助については、
利用者個々の状況・状態に応
じて対応している。しょうぶ
湯やゆず湯、入浴剤も使用し
て楽しんでいる。浴室、脱衣
所ともエアコンで、ヒートシ
ョック対策がなされている。 
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自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

46  ○安眠や休息の支援 
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休

息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している 
 

お昼寝をされる方については寝
たらそのままではなく３０分～1
時間ほどで声掛けを行なう。ま
た、外気浴など太陽を浴びても
らったりして夜も眠れるように
している 

  

47  ○服薬支援 
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や

用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化の
確認に努めている 
 

服薬ボードをつくり服薬の状況
を勤務する介護者全員で確認で
きる。誤薬防止のため、薬の確
認は介護者二人で確認しながら
行なっている。 
 

  

48  ○役割、楽しみごとの支援 
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ

とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている 
 

日本漢字能力検定協会の「漢
検」に挑戦し日が々の生活の張
り合いや尊厳欲求への働きかけ
を行なっている 

  

49 18 ○日常的な外出支援 
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられ
るよう支援に努めている。また、普段は行けないような
場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協
力しながら出かけられるように支援している 
 

散歩の希望があればできるだけ
叶えたいが、難しい場合も多
い。ベランダやエアロバイクを
自由に使えるようにしている。
車で遠出することもたまにあ
る。 

ストレス発散も兼ねて散歩に
は対応しており、更にベラン
ダでの外気浴や階段の昇降、
エアロバイクと、様々な方法
でストレス発散の支援をして
いる。家族対応で外出される
方もいる。花見に近くの公園
や海軍道路にドライブに出か
けることもある。 

 

50  ○お金の所持や使うことの支援 
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり
使えるように支援している 
 

お金を持参された方は事務所の
金庫でお預かりし、必要に応じ
て使用できことを伝えています 
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自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

51  ○電話や手紙の支援 
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや

り取りができるように支援をしている 
 

事務所の電話で家族にしたり、
手紙を書いたりして家族との絆
を大事にしている 

  

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり 
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、

トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよう
な刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないように配
慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせ
るような工夫をしている 
 

視線をコントロールした居間フ
ロアのレイアウトにより利用者
同士の人間関係、認知症による
混乱や不快刺激を軽減させてい
る。 

リビングは明るく広々として
いる。利用者が自分自身にと
って居心地の良い場所を見つ
けられるように、色々な向き
にソファを置けるスペースが
確保されている。また、間仕
切りをすると個室になるスペ
ースもあり、利用者と職員、
家族、知人が懇談する場にな
っている。リビングで漢字検
定の試験勉強をしている利用
者やのんびり過ごしている方
がいる。壁には利用者の手作
りの作品、習字などが飾られ
ている。手作りの五輪のマー
クも作られている。 
 

 

53  ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり 
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者

同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしてい
る 
 

柱や間仕切りを利用して意図的
に死角を作る事で共有空間でも
プライバシーが保てるよう配慮
している 

  



54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮 
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな

がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が
居心地よく過ごせるような工夫をしている 
 

入居時に自宅寝室の写真を撮っ
ていただき、自宅と導線が同じ
になるよう引越し時レイアウト
して頂ける様支援している 

居室にはエアコン、換気扇、
押し入れ、ナースコールなど
が備えられており、利用者は
テレビや、仏壇、写真、たん
すなどを持ち込んでいる。居
室の横に「個人用掲示板」を
用意し、自分の作品を掲示す
る利用者もいる。季節の衣類
の入れ替えは、職員と家族が
実施している。 

 

55  ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり 
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ

と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が送
れるように工夫している 
 

食席のレイアウトや椅子を増や
したりと「自分らしく」生活を
送って頂けるように配慮してい
る。 

  

 



 
 
 
 

 Ⅴ アウトカム項目 

56 
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。 
（参考項目：23,24,25） 

 1，ほぼ全ての利用者の 

 2，利用者の2/3くらいの 

○ 3．利用者の1/3くらいの 

 4．ほとんど掴んでいない 

57 
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。 
（参考項目：18,38） 

 1，毎日ある 

 2，数日に1回程度ある 

○ 3．たまにある 

 4．ほとんどない 

58 
利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。 
（参考項目：38） 

 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

○ 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

59 

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている 
（参考項目：36,37） 

 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

○ 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

60 
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている 
（参考項目：49） 

 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

○ 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

61 

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。 
（参考項目：30,31） 

 1，ほぼ全ての利用者が 

○ 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

62 
利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。 
（参考項目：28） 

 1，ほぼ全ての利用者が 

○ 2，利用者の2/3くらいが 

 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 
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63 

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。 
（参考項目：9,10,19） 

 1，ほぼ全ての家族と 

 2，家族の2/3くらいと 

○ 3．家族の1/3くらいと 

 4．ほとんどできていない 

64 

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。 
（参考項目：9,10,19） 

 1，ほぼ毎日のように 

 2，数日に1回程度ある 

○ 3．たまに 

 4．ほとんどない 

65 
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。 
（参考項目：4） 

 1，大いに増えている 

○ 2，少しずつ増えている 

 3．あまり増えていない 

 4．全くいない 

66 

職員は、活き活きと働けている。 
（参考項目：11,12） 

 1，ほぼ全ての職員が 

 2，職員の2/3くらいが 

○ 3．職員の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

67 

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。 

 1，ほぼ全ての利用者が 

 2，利用者の2/3くらいが 

○ 3．利用者の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

68 

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。 

 1，ほぼ全ての家族等が 

 2，家族等の2/3くらいが 

○ 3．家族等の1/3くらいが 

 4．ほとんどいない 

 
 
 



 
自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅰ 理念に基づく運営 

1 1 ○理念の共有と実践 
地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつ

くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につな
げている 

スタッフルームに掲示し常に確
認できるようになっている。ま
た、その理念どおりに利用者さ
まに提供できるよう日々努めて
いる。 
 
 

  

2 2 ○事業所と地域とのつきあい 
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ

う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流してい
る 

日頃の挨拶、地域の行事参加、
ボランティア（マンドリン演奏
やお話し相手、紙芝居）と繋が
っている。 

  

3  ○事業所の力を活かした地域貢献 
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の

理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている 

地域との交わりあいを大事に
し、表の掲示板に介護相談の案
内を出し随時受け付けている 

  

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み 
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ

の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこ
での意見をサービス向上に活かしている 

玄関の洗面台にうがいコップ増
設、防犯システム導入、危険物
の保管場所に関して意見を反映
させた。 

  

5 4 ○市町村との連携 
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実

情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、協力
関係を築くように取り組んでいる 

運営推進会議で事業所の月の行
事や出来事をオブザーバーのケ
アプラ職員に報告し、地域の行
事にも参加させて頂いたりと地
域との関係を大事にしている 
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己
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価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践 
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指

定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準に
おける禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取
り組んでいる 

施錠や身体拘束はせずセンサー
や見守りの中で安全を図ってい
る。 

  

7  ○虐待の防止の徹底 
管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機

会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごさ
れることがないよう注意を払い、防止に努めている 
 

導入したＥラーニング研修シス
テムにおいて受講できる。職員
が毎日手に取るファイルの表紙
に防止喚起の用紙が貼られてい
る 

  

8  ○権利擁護に関する制度の理解と活用 
 管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制
度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話
し合い、それらを活用できるよう支援している 

主に管理者が研修をうけご家族
と話をしている 

  

9  ○契約に関する説明と納得 
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等

の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を
図っている 

管理者が窓口となることで説明
に間違いや伝え間違いがないよ
うにしている 

  

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映 
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外

部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させてい
る 

カウンターにリクエストシート
を置き、面と向かって言い難い
ことも率直に要望して頂けるよ
う配慮している。 

  

 



 
自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

11 7 ○運営に関する職員意見の反映 
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を

聞く機会を設け、反映させている 
 

リクエストシート、意見箱の設
置。管理者は積極的にスタッフ
とコミュニケーションをし職員
の思いや意見、家庭の悩みなど
にも耳を傾けている。 
 

  

12  ○就業環境の整備 
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況

を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が
向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に努め
ている 

資格取得支援制度においてより
高度な介護がしたいと思う向上
心にたいし支援している。 

  

13  ○職員を育てる取組み 
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力

量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働
きながらトレーニングしていくことを進めている 

救命処置については毎年普通救
命講習を受講している。 

  

14  ○同業者との交流を通じた向上 
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ

くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動
を通じて、サービスの質を向上させていく取組みをして
いる 

管理者が地域のグループホーム
管理者と会合、地域包括支援セ
ンターのイベント、地域のイベ
ントで交流・協働している。 
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価 

外
部
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価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援 

15  ○初期に築く本人との信頼関係 
サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている

こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安
心を確保するための関係づくりに努めている 
 

管理者は本人・家族との面談で
事情を把握、また初期の信頼関
係作りに多大な時間を割いてい
る。 

  

16  ○初期に築く家族等との信頼関係 
 サービスの利用を開始する段階で、家族等が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づ
くりに努めている 
 

面会時にご家族と積極的にお話
をしコミュニケーションをはか
り、意見交換、信頼関係構築を
している 

  

17  ○初期対応の見極めと支援 
サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が

「その時」まず必要としている支援を見極め、他のサー
ビス利用も含めた対応に努めている 

管理者が本人や家族の状況だけ
ではなく、住んでいる利用者へ
の影響なども考慮して入居の可
否を決めている 
 

  

18  ○本人と共に過ごし支え合う関係 
職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら

しを共にする者同士の関係を築いている 
 

ご本人の体調によって家事活動
を一緒に行なっている 

  

19  ○本人と共に支え合う家族との関係 
職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人

と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関
係を築いている 

日常生活の会話の中で家族の話
もとり入れると同時に面会に来
て頂いた際には写真を撮るなど
して絆を大切にしている 

  

 



 
自
己
評
価 

外
部
評
価 

項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援 
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との

関係が途切れないよう、支援に努めている 

ご家族との外出がスムーズにな
るよう支援しています。また面
会に来られた際はその空間・時
間を大事にしてゆっくりとお話
しして頂ける様努めている。手
紙や電話で知人との関係を維持
している方への支援。 

  

21  ○利用者同士の関係の支援 
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに

利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努め
ている 

皆で歌を歌ったり、ハーモニカ
を演奏してもらったり相互交流
を図っている。また、必要にあ
わせレイアウトや席替えをし
て、その時期の関係性や認知症
状に対応している。 

  

22  ○関係を断ち切らない取組み 
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係

性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過を
フォローし、相談や支援に努めている 

退去＝関係の終わりとは考えず
必要があれば転院先への情報提
供はもちろん相談に応じていま
す 
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外
部
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項          目 

自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

 Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 

23 9 ○思いや意向の把握 
一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努

めている。困難な場合は、本人本位に検討している。 

声掛けは「～していただけます
か？」と説明提案式にしてい
る。 

  

24  ○これまでの暮らしの把握 
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、

これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている 

ｾﾝﾀ―方式のアセスメント書式を
用いてご本人視点での生活歴や
趣向の把握に努めている。 

  

25  ○暮らしの現状の把握 
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等

の現状の把握に努めている 

ちょっとした変化やその時の発
言や表情なども記録できるよう
に書式を変更した 

  

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング 
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ

いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれ
の意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を
作成している 
 

利用者の意見を尊重しリクエス
トシートを作成し本人がよりよ
く暮らせる為に日々話しあいに
努めている 

  

27  ○個別の記録と実践への反映 
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別

記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護
計画の見直しに活かしている 
 

日々の職員間の情報共有や日々
の細かな事でも記録に記入する
等してケアプランを作成してい
る 
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自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

28  ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化 
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応

して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサー
ビスの多機能化に取り組んでいる 

管理者に相談して入居者のニー
ズの変化に則した支援ができる
よう努力している 

  

29  ○地域資源との協働 
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、

本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽
しむことができるよう支援している 
 

必要時に地域の公園や施設、病
院、商店などをご紹介している 

  

30 11 ○かかりつけ医の受診支援 
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得

られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切
な医療を受けられるように支援している 
 

定期的な訪問診療時にきさくに
会話することができ医師との信
頼関係づくりを支援している 

  

31  ○看護職員との協働 
介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ

きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよう
に支援している 
 

利用者のささいな変化や疑問に
思った事や気づきを伝え助言を
もらったものについては申し送
りノートに記載し広めている 

  

32  ○入退院時の医療機関との協働 
利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま

た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者と
の情報交換や相談に努めている。又は、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくりを行っている。 
 

利用者の情報をまとめた用紙に
加えスタッフによる口頭での日
常注意点などを伝えている 
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自己評価 外部評価 

実施状況 実施状況 
次のステップに向けて 

期待したい内容 

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援 
重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階

から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできるこ
とを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでいる 
 

契約時に管理者がご本人、ご家
族、医師、現場の希望を考慮
し、事業所として出来る事と出
来ない事を共有している 

  

34  ○急変や事故発生時の備え 
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応

急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に
付けている 
 

普通救命講習を1年に１度受講す
ることを法人で決め開始してい
る 

  

35 13 ○災害対策 
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者

が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域
との協力体制を築いている 
 

緊急連絡や消火訓練をした   
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Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保 
一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損

ねない言葉かけや対応をしている 

人生の大先輩、目上の人、お客
様、神田園の大原則を心得て尊
厳を尊重した対応をしておりま
す 

  

37  ○利用者の希望の表出や自己決定の支援 
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決

定できるように働きかけている 
 

神田園文法を用いて「～しませ
んか？」という説明提案の声掛
けと肯定的な返答を行ない、利
用者の自己決定を支援できるよ
う努力している。 

  

38  ○日々のその人らしい暮らし 
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ

とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごした
いか、希望にそって支援している 
 

可能な限り、散歩、入浴、起床
時刻などご自身のタイミングで
叶えられるよう努力している 

  

39  ○身だしなみやおしゃれの支援 
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支

援している 
 

出来る限り支援している   

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援 
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや

力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、
片付けをしている 
 

各個人の能力に応じて普通食、
ムース食を提供している。職員
は普通食を利用者と同じテーブ
ルで食べている 
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次のステップに向けて 
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41  ○栄養摂取や水分確保の支援 
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保

できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援
をしている 

食事、水分共に各利用者が十分
に摂取できているか日々記録を
チェックし十分ではない人には
補助食を提供している。水分量
は医師の指示をもとにしてい
る。 

  

42  ○口腔内の清潔保持 
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ

とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている 

食後口腔ケアの声掛け、食前に
は口腔ケア体操をするので唾液
の分泌を促している 

  

43 16 ○排泄の自立支援 
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や
排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排
泄の自立に向けた支援を行っている 
 

ひとり一人の排泄パターンや習
慣を把握して誘導している。ま
た羞恥心や不快感を考慮して
様々な種類のリハパンやパット
を組み合わせて支援している 

  

44  ○便秘の予防と対応 
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動
への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる 

排便状況の確認とそれにあわせ
て歩行、足上げ、腹圧マッサー
ジなど下剤のみ頼らない排便コ
ントロールを実施している 

  

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援 
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめ
るように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に、個々に応じた入浴の支援をしている 
 

出来る限り希望やタイミングに
合わせた入浴支援をしている 
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46  ○安眠や休息の支援 
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休

息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している 
 

お昼寝をされる方については寝
たらそのままではなく３０分～1
時間ほどで声掛けを行なう 

  

47  ○服薬支援 
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や

用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化の
確認に努めている 
 

服薬ボードをつくり服薬の状況
を勤務する介護者全員で確認で
きる。誤薬防止のため、薬の確
認は介護者二人で確認しながら
行なっている。 
 

  

48  ○役割、楽しみごとの支援 
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ

とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている 
 

日本漢字能力検定協会の「漢
検」に挑戦し日々の生活の張り
合いや尊厳欲求への働きかけを
行なっている 

  

49 18 ○日常的な外出支援 
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられ
るよう支援に努めている。また、普段は行けないような
場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協
力しながら出かけられるように支援している 
 

たまに車で遠出することもたま
にある。 

  

50  ○お金の所持や使うことの支援 
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり
使えるように支援している 
 

お金を持参された方は事務所の
金庫でお預かりし、必要に応じ
て使用できことを伝えています 
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51  ○電話や手紙の支援 
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや

り取りができるように支援をしている 
 

事務所の電話で家族にしたり、
手紙を書いたりして家族との絆
を大事にしている 

  

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり 
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、

トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよう
な刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないように配
慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせ
るような工夫をしている 
 

視線をコントロールした居間フ
ロアのレイアウトにより利用者
同士の人間関係、認知症による
混乱や不快刺激を軽減させてい
る。 

  

53  ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり 
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者

同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしてい
る 
 

柱や間仕切りを利用して意図的
に死角を作る事で共有空間でも
プライバシーが保てるよう配慮
している 

  

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮 
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな

がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が
居心地よく過ごせるような工夫をしている 
 

入居時に自宅寝室の写真を撮っ
ていただき、自宅と導線が同じ
になるよう引越し時レイアウト
して頂ける様支援している 

  

55  ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり 
建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ

と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が送
れるように工夫している 
 

トイレや洗面所にわかりやすく
掲示し自立した生活ができるよ
うに支援している 

  

 




